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【
う
ら
へ
続
く
】

　

大
型
連
休
。「
１
、
２

日
を
休
ん
で
９
連
休
に
し

た
」「
親
を
連
れ
て
東
北

に
行
っ
た
」「
家
族
と
近

場
で
ゆ
っ
く
り
過
ご
し

た
」「
３
日
は
有
明
の
憲

法
集
会
に
参
加
し
た
。
す

ご
い
参
加
者
で
驚
い
た
」

発
し
た
」「
米
空
母
カ
ー

ル
・
ビ
ン
ソ
ン
が
朝
鮮
近

海
に
到
達
し
た
」「
ミ
サ

イ
ル
発
射
は
国
連
安
保
理

決
議
違
反
だ
」

　

憲
法
が
施
行
さ
れ
て

70
年
の
節
目
を
迎
え
た
３

日
、「
い
い
ね
！
日
本
国

憲
法―

平
和
と
い
の
ち
と

人
権
を
！
５
・
３
憲
法
集

会
」
が
、
東
京
臨
海
広
域

防
災
公
園
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

前
回
の
５
万
人
を
上
回

る
５
万
５
０
０
０
人
が
参

加
。
世
界
平
和
ア
ピ
ー
ル

七
人
委
員
会
委
員
の
池
内

了
さ
ん
、
映
画
監
督
の
山

田
火ひ

さ

こ

砂
子
さ
ん
ら
各
界
の

７
氏
が
リ
レ
ー
ト
ー
ク
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
評
論
家

憲
法
が
輝
く
新
し
い
政
治
を

　

施
行
70
年
の
憲
法
集
会 

５
万
５
０
０
０
人

　

野
党
は
共
闘
・ 

「
共
謀
罪
」
廃
案
・ 

戦
争
法
は
廃
止

･

シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
の
ピ

ー
コ
さ
ん
は
「
憲
法
を
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

が
守
っ
て
い
な
い
。
憲
法

を
変
え
る
こ
と
は
許
さ
な

い
」
と
自
民
党
改
憲
草
案

を
批
判
。

　

日
本
共
産
党
の
志
位

委
員
長
が
「
憲
法
が
輝

く
新
し
い
政
治
を
つ
く
ろ

う｣

と
訴
え
る
な
ど
立
憲

野
党
・
会
派
の
５
人
が
あ

い
さ
つ
す
る
と
、
参
加
者

か
ら
「
野
党
は
共
闘
」
の

声
援
が
わ
き
起
こ
り
ま
し

た
。

　

集
会
後
２
コ
ー
ス
に
分

か
れ
て
パ
レ
ー
ド
し
ま
し

た
。

　

研
究
者
や
市
民
で
つ

く
る
「
軍
学
共
同
反
対
連

絡
会
」
は
、
６
７
０
０
人

の
署
名
を
添
え
て
東
工
大

を
訪
れ
、
軍
事
研
究
を
行

わ
な
い
よ
う
要
請
し
ま
し

た
。

　

同
大
学
は
２
０
０
５
年

と
07
年
に
、
軍
事
・
国
防

関
連
予
算
に
よ
る
研
究
で

あ
っ
て
も
大
学
本
来
の
使

命
に
矛
盾
し
な
い
基
礎
研

究
で
あ
れ
ば
認
め
る
と
い

う
研
究
要
領
と
研
究
ポ
リ

シ
ー
を
定
め
、
15
年
度
に

防
衛
省
の
研
究
資
金
提
供

制
度
に
応
募
、
採
択
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
要
請
に
大
学
側

は
「
学
術
会
議
の
新
声
明

は
無
視
で
き
な
い
。
研
究

要
領
と
ポ
リ
シ
ー
を
精
査

す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
を
た
ち
あ
げ
、
来
年
３

月
ま
で
に
結
論
を
出
す
」

と
回
答
。「
精
査
が
間
に

合
わ
な
い
た
め
、
今
年
度

の
防
衛
省
の
制
度
に
は
応

募
し
な
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

東
工
大
は
軍
事
研
究
中
止
を

　

軍
学
共
同
反
対
連
絡
会
が
要
請

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
に
対

抗
す
る
報
道
ば
か
り
だ
」

「
関
東
は
天
気
に
恵
ま
れ

て
良
か
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

北
朝
鮮
の
挑
発
続
く
。

「
４
月
29
日
、
弾
道
ミ
サ

イ
ル
発
射
。
数
分
後
に
爆

広い防災公園を埋めつくして 5万 5000 人
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

旧
ソ
連
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
発
事
故
か
ら
丸
31

年
を
迎
え
た
４
月
26
日
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ポ
ロ
シ
ェ

ン
コ
大
統
領
が
、
被
災
し

た
隣
国
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
ル

カ
シ
ェ
ン
コ
大
統
領
と
現

地
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
国
際
社

会
の
支
援
の
下
、
４
号
機

を
覆
う
ア
ー
チ
型
シ
ェ
ル

タ
ー
を
昨
年
完
成
さ
せ
て

い
ま
す
。
ポ
ロ
シ
ェ
ン
コ

氏
は
シ
ェ
ル
タ
ー
前
で
、

「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
悲

劇
で
我
々
の
兄
弟
ベ
ラ

ル
ー
シ
人
も
被
害
を
受
け

た
」
と
連
帯
を
表
明
。
ル

カ
シ
ェ
ン
コ
氏
は
「
ベ
ラ

ル
ー
シ
人
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ

人
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事

故
に
国
境
が
な
い
こ
と
を

知
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、

原
発
事
故
の
恐
ろ
し
さ
に

警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。

チェルノブイリ事故から 31年

原発事故の恐ろしさに警鐘

　

メ
デ
ィ
ア
関
係
の
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
や
制
作
者
、

作
家
ら
32
氏
が
呼
び
か
け

た
「
私
た
ち
は
『
共
謀
罪
』

法
案
に
大
反
対
で
す
」
と

題
す
る
声
明
文
を
発
表
し

ま
し
た
（
４
月
27
日
）。

　

記
者
会
見
に
は
、
毎
日

新
聞
特
別
編
集
委
員
の
岸

井
成し
げ
た
だ格
氏
、
漫
画
家
の
小

林
よ
し
の
り
氏
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
田
原
総
一
朗

氏
や
鳥
越
俊
太
郎
氏
ら
14

氏
が
出
席
し
、「
言
論
の

自
由
、
表
現
の
自
由
、
報

道
の
自
由
を
著
し
く
破
壊

す
る
『
共
謀
罪
』
法
案
の

メディア人

共謀罪に「大反対」
　　　　　　の声明発表

新
設
に
、私
た
ち
は
強
く
、

深
く
、長
く
反
対
し
ま
す
」

と
訴
え
ま
し
た
。

　

岸
井
氏
は
「
国
会
審
議

を
聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
、
法

案
は
テ
ロ
対
策
と
は
無
縁

だ
。
特
定
秘
密
保
護
法
や

安
保
法
制
か
ら
の
一
連
の

流
れ
は
、
安
倍
政
権
の
ア

メ
リ
カ
と
の
一
体
化
と
全

て
連
動
し
て
い
る
」
と
指

摘
し
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
汚
染
土
壌
の

上
に
生
鮮
食
料
品
を
扱
う

市
場
を
つ
く
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
ら
で
す
。

　

第
一
の
理
由
は
、
農
水

省
文
書
「
改
正
土
壌
汚
染

対
策
法
の
概
要
」
が
、
土

壌
汚
染
区
域
の
利
用
は

「
生
鮮
食
品
を
取
り
扱
う

卸
売
市
場
用
地
の
場
合
に

は
想
定
し
得
な
い
」
と
明

記
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

豊
洲
を
卸
売
市
場
に
利
用

す
る
場
合
に
は
、
土
壌
汚

染
区
域
の
指
定
解
除
が
必

要
で
す
が
、
地
下
水
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
値
は
基
準
を
は

る
か
に
超
え
、
指
定
解
除

は
不
可
能
な
状
況
で
す
。

　

第
二
に
、
日
本
共
産
党

の
吉
良
よ
し
子
議
員
の
質

問
に
農
水
相
は
「
東
京
都

が
汚
染
除
去
を
行
わ
ず
、

盛
り
土
等
の
み
を
行
っ
た

状
態
で
卸
売
市
場
の
用
地

と
す
る
こ
と
は
想
定
し
得

な
い
」
と
汚
染
除
去
が
必

要
と
答
弁
し
て
い
ま
す
。

　

第
三
の
理
由
は
、
都
の

約
束
違
反
で
す
。
都
の
約

束
は
①
汚
染
土
壌
は
す
べ

て
除
去
・
浄
化
②
そ
の
う

え
で
盛
り
土
を
行
い
遮
断

す
る
で
す
。
し
か
し
汚
染

物
質
の
す
べ
て
の
除
去
・

浄
化
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
さ
ら
に
建
物
の
地
下

に
盛
り
土
が
な
い
地
下
空

間
が
判
明
、
都
民
へ
の
約

束
は
二
つ
と
も
果
た
し
て

い
ま
せ
ん
。

な
ぜ
日
本
共
産
党
は
豊
洲
移
転
中
止
な
の
か

市
場
に
で
き
な
い
根
拠
は
こ
れ
だ
！

「『
戦
争
す
る
な
』
の
声
が

報
道
さ
れ
な
い
」「
北
陸

新
幹
線
や
東
京
メ
ト
ロ
、

東
武
鉄
道
が
一
時
運
転
を

見
合
わ
せ
た
」「
韓
国
メ

デ
ィ
ア
が
日
本
の
過
剰
反

応
と
報
道
し
て
い
た
」「
政

府
は
危
機
感
を
あ
お
り

な
が
ら
安
倍
首
相
は
ゴ
ル

フ
、
閣
僚
は
外
遊
ラ
ッ
シ

ュ
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

海
上
自
衛
隊
の
ヘ
リ
空

母
「
い
ず
も
」
が
米
海
軍

の
補
給
艦
防
護
。「
安
保

関
連
法
に
基
づ
く
と
い
う

が
、
北
朝
鮮
情
勢
を
悪
用

し
た
実
績
作
り
だ
」「
日

本
が
参
戦
す
る
危
険
が
高

ま
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

沖
縄
・
辺
野
古
の
護
岸

工
事
強
行
。「
海
上
で
の

埋
め
立
て
工
事
は
初
め
て

だ
」「
岩
礁
破
砕
許
可
は

３
月
で
期
限
が
切
れ
て
い

る
。
違
法
工
事
だ
」「
翁

長
知
事
は
あ
ら
ゆ
る
方

法
で
阻
止
す
る
と
発
言
し

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

今
村
復
興
相
が
更
迭
。

「『
自
己
責
任
で
し
ょ
』『
東

北
の
方
で
良
か
っ
た
』
と

は
あ
き
れ
た
」「
安
倍
首

相
の
任
命
責
任
は
重
大

だ
」「
辞
任
で
済
む
問
題

で
は
な
い
」「
二
階
幹
事

長
が
今
村
氏
を
擁
護
し
て

メ
デ
ィ
ア
を
批
判
し
た
」

「
批
判
さ
れ
る
の
は
二
階

氏
の
方
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

森
友
学
園
問
題
で
籠
池

氏
の
新
た
な
証
言
。「
籠

池
氏
は
安
倍
昭
恵
氏
に
逐

次
報
告
し
て
い
た
と
発
言

し
た
」「
土
地
取
得
問
題

で
籠
池
氏
側
と
財
務
省
側

と
の
対
話
テ
ー
プ
が
出
て

き
た
」「
財
務
省
側
は
特

例
だ
と
言
っ
た
」「
徹
底

解
明
し
て
も
ら
い
た
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

史
上
最
年
少
棋
士
・
藤

井
四
段
が
連
勝
記
録
更

新
。「
４
日
の
新
人
王
戦

（
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
主
催
）

で
勝
っ
て
、16
連
勝
し
た
」

「
公
式
戦
で
は
未
だ
負
け

な
し
だ
」「
非
公
式
戦
で

羽
生
三
冠
に
勝
っ
た
。
楽

し
み
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
タ
マ

ネ
ギ
の
高
値
が
続
く
」「
ジ

ャ
ガ
イ
モ
は
品
薄
が
原
因

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
４
月
26
日
、
台
風
１

号
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
東

海
上
で
発
生
し
た
」「
昨

年
に
比
べ
て
２
カ
月
も
早

い
」


